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イ チ ゴ の 冠 水 障 害 と 栄 養 生 理

第 2報 塩水濃度とイチゴの生育について
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1 は じ め に

第 2報では,イ チゴの塩水濃度に対する抵抗性を検討す

るため,海水を用いて,冠水処理をほどこし,更に技術対

策として,真水掛流しによる除塩処理を実施 した。その結

果を報告する。

2試 験 方 法

(1)供試品種 : ダナー,は るよい
,

●)試験規模 : ポット試験(駄温鉢 5号 ),5連制

0)耕種条件 : ダナー,8月 31日採苗鉢上げ,10月 4  ξ

日本葉 4枚に整理 ,追肥 , 1鉢当たり 1夕 (16-10-14) 筆

施用,11月 30日 施設ハウス(無加温 )に うつ しかえる。   し

はるよい,3月 23日採苗,1明 3日 鉢上げ,無肥料栽培 ,

12月 5日 本葉 3枚に整理 ,施設ハウス(無加温)に うつ し

かえる。

●)試験処理 :

塩水濃度処理 ;1)対照(無冠水 )区 , "真水冠水

区, め塩水濃度005%区 , 
“

塩水濃度010%区 , 0塩
水濃度 030%区 ,6)塩水濃度060%区 ,つ 塩水濃度

300%区

処理時間 ;処理時間は,24時間で,水温は,ダナーが

7～ 8℃,は るよいは,12～ 13℃。

真水処理 ;葉身を洗族し,ポ ット‐杯になるまで注水

3回をくり返 した。

3結 果 及 び 考 察

図 1に イチゴヘの塩水被害と真水処理効果を示した。冠

水後未処理の場合,ダナーでは,真水冠水で10日 後,海水

濃度のツあすなわち塩化ナトリウム005%を こえをと, 4日

日より葉に萎凋がみられた。枯死葉は,塩水濃度003%よ

り高いと発生 し,濃度が高いはど,早 く症状を示した。

塩水濃度001%以下なら萎凋だけで枯死はみられなかった。

つぎに冠水後真水で洗い流 しの処理を実施した場合 ,萎凋

葉は,発生するが,枯死葉は塩水060%以上でないと発生

せず,枯死葉率も低下し,軽減された。

つぎに,は るよいへの塩水被害と真水処理効果について

図 2に 示した。冠水後未処理の場合 ,真水冠水から塩水濃
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図 1 イテゴ (ダナー )への塩水被害と真水処理効果

(経過日数は各区とも5,7,■ ,16.48日 後で5回調査)

図 2 イテゴ(は るよい )への塩水被害と真
水処理効果
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度010%ま では,萎凋だけで枯死せず,萎凋発生まで16日

を要 している。塩水濃度030%では半枯死葉が生 じ060%
では枯死を生じた。

冠水後真水で洗い流しの処理を実施した場合,塩水濃度

030%では,萎凋だけにとどまり,生育は回復した。塩水

060%で も萎凋帖死は軽減されるが,塩水濃度3_00%では ,

完全枯死 した。ダナーとはるよいの塩水濃度の抵抗をみる

と,ダナーが早めに萎凋症状があらわれ,塩水濃度への抵

注 栞数には半 死菜  死葉も合めた。

冠水後 における土壌中のNaCl濃 度 ,EC,pHの 変

化は ,図 3に 示すように,NaCl濃 度については ,いず

れも冠水に使用 した塩水濃度よりも低い傾向がみられた。

抗も弱いことがうかがわれた。

冠水後,40日 における地上部の生育を冠水直前と比較す

ると,表 1に示すようにダナーの場合は,塩水濃度の高い

区では枯死のため生育停止がみられたが塩水濃度の低い区

や真水で洗い流し処理を実施 した区は,若千の展開葉の増

加,草丈 ,葉柄長の伸びがみられた。また,は るよいの場

合でも同様な傾向がみられた。ダナーにくらべはるよいが

塩水に対する回復力が強いようにみられた。

表 1 冠水直前の生育を 100した場合の生育状況指数 (ダ ナー51日 後 ,

はるよい48日 後 )

図 3 土壌中の変化

これまポット内土壌水分によって稀釈されたためと思われる。

しかし,冠水の塩水濃度が高くなるにしたがって,土壌

中のNaCl濃度 も高い値を示 している。また,真水で洗

い流すことによって土壌のNaCl濃度の低下が大きくみ

られた。冠水処理後 5日 日と15日 日のNaCl濃度の経過

をみると,塩水の高い区で若千の低下がみられた。

ECに ついてみると,土壌中のNaCl濃度の高まりに

よってECも 高 くなるが,塩水濃度060%処理区では ,

112ミ リモー以上で低 く経過 し,塩水濃度300%処理区に

なると,496ミ リモーと急激な高い値を示 した。また,真
水で洗い流す処理によってECも低下を示 した。pHに つ

いてみると,NaCl濃 度 ,ECと は逆に冠水の塩水濃度

の高い区では低下し,真水で洗い流すことによってpHの

上昇する傾向がみられた。

4 ま

イチゴの塩水による24時間冠水と生育の関係についてみた。

① イチゴの耐塩性をみると,冠水の場合 ,塩水濃度が

010%(EC1 98ミ リモー)以下 ,土壌中のNaClが 008

%以下であれば,一時茎葉に萎凋を生ずるが,枯死までい

らずに回復した。

② 真水で洗い流す処理によって ,土壌では ,NaCl
濃度が低下し,土壌pHはやや高くなる傾向がみ られた。

③ NaClの 冠水の場合 ,イ チゴは,比較的濃度が低

い場合でも障害がみられた。
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